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１．平成２６年度中部地方整備局関係予算の配分について 
 
 
 
配分方針 

 
（１） 平成２６年度中部地方整備局関係予算については、巨大台風や巨大地震に備える

ための防災・減災対策、高度成長期以降に集中的に整備されたインフラの老朽化対

策、アジア諸国の成長が著しい中、激化する都市間競争に勝ち抜くための国際競争

力の強化など我が国が直面する課題に緊急に取り組むため、「国民の安全・安心の

確保」及び「経済・地域の活性化」に重点化し計上したところである。 

 

（２） これを踏まえ、一般公共事業等予算の配分にあたっては、国民の命と暮らしを守

る防災・減災、老朽化対策を進めるとともに、基幹的交通インフラ整備の推進によ

る我が国の国際競争力の強化、都市の再生や公共交通の活性化等による地域の活性

化と豊かな暮らしの実現に対応することとする。 

 

具体的には、 

 

・公共施設の耐震化、津波対策等による強靭化 

・社会資本の戦略的な維持管理・更新 

・地域における総合的な事前防災・減災対策、老朽化対策等に対する集中的支援 

（防災・安全交付金） 

・効率的な物流ネットワークの強化 

・競争力強化のための社会資本の総合的整備（社会資本整備総合交付金） 

 

などについて、地域の実情や要望等を勘案し、配分を行う。 



２．平成２６年度中部地方整備局関係予算の配分額

(1)事業別配分額【直轄】 （単位:百万円）

本省配分
整備局配分
(一括配分)

本省配分
整備局配分
(一括配分)

本省配分
整備局配分
(一括配分)

本省配分
整備局配分
(一括配分)

治 水 44,198 15,333 12,967 0 57,165 15,333 56,767 14,807

海 岸 3,516 0 0 0 3,516 0 3,557 0

道 路 142,278 58,629 0 0 142,278 58,629 146,058 53,828

港 湾 9,661 0 4,370 0 14,031 0 11,993 0

都 市 水 環 境
整 備

637 1,019 0 0 637 1,019 1,329 1,023

国 営 公 園 等 2,666 0 0 0 2,666 0 2,569 0

官 庁 営 繕 0 1,119 0 0 0 1,119 146 1,373

合　　計 202,956 76,100 17,337 0 220,293 76,100 222,418 71,032

(2)事業別配分額【補助等】 （単位:百万円）

本省配分
整備局配分
(一括配分)

本省配分
整備局配分
(一括配分)

本省配分
整備局配分
(一括配分)

治 水 3,109 0 0 0 3,109 0

海 岸 0 0 0 0 0 0

道 路 6,133 0 0 0 6,133 0

港 湾 4,615 0 0 0 4,615 0

空 港 整 備 123 0 0 0 123 0

住 宅 対 策 1,379 4,813 0 0 1,379 4,813

市 街 地 整 備 7,552 0 0 0 7,552 0

都 市 水 環 境
整 備

0 0 0 0 0 0

下 水 道 651 0 0 0 651 0

国 営 公 園 等 0 0 0 0 0 0

小 計 23,562 4,813 0 0 23,562 4,813

社会資本総合
整 備

417,903 0 7,303 0 425,206 0

合 計 441,465 4,813 7,303 0 448,768 4,813

(3)補助事業等の県別配分額 （単位:百万円）

補助 交付金 補助 交付金 補助 交付金

4,578 58,403 0 0 4,578 58,403

6,043 116,480 0 380 6,043 116,860

14,676 193,377 0 6,717 14,676 200,094

3,078 49,643 0 206 3,078 49,849

28,375 417,903 0 7,303 28,375 425,206

(注２)計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しない場合があります。
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３．代表的な整備箇所(位置図）
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４．県別の主な整備箇所一覧

【岐阜県内の主な整備箇所】

事業名
事業
主体

H26当初
配分額

個表
番号

◆木曽
き そ

川上流〔茶屋
ち ゃ や

新田
しんでん

地区〕　河川改修事業 国 9.1億円 1

H28完成予定 ◆木曽川
き そ

総合水系環境整備事業〔東
ひがし

加賀野井
か が の い

地区自然再生〕 国 1.0億円 2
H28以降
完成予定 ◆新丸山

しんまるやま

ダム建設事業 国 4.7億円 3

H26完成予定 ◆橋
はしが

ヶ谷
たに

第２砂防堰堤
えんてい

（木曽
き そ

川砂防） 国 0.2億円 4

H27完成予定 ◆八草
はっそう

川
がわ

山腹工（越美
え つ み

山系砂防） 国 1.3億円

◆国道１５８号　中部
ちゅうぶ

縦貫
じゅうかん

自動車道　高山
たかやま

清見
 きよみ

道路 国 49.6億円 5
H27

一部開通予定 ◆国道４７５号　東海
とうかい

環状
かんじょう

自動車道 国 303.9億円 6
H27※

一部開通予定 ◆国道２１号　岐阜
 ぎ  ふ

南部
なんぶ

横断
おうだん

ハイウェイ　坂祝
さかほぎ

バイパス 国 24.6億円
H27

開通予定 ◆国道４１号　下原
 しもはら

改良 国 9.3億円
H27

一部開通予定 ◆国道１５６号　大和
 やまと

改良 国 7.5億円

H26新規 ◆国道４１号　船津
ふなつ

割石
わりいし

防災 国 0.5億円 7

H26新規 ◆国道４１号　岐阜
 ぎ  ふ

４１号　交差点改良等（小川
 おがわ

交差点改良） 国 0.2億円

◆国営木曽三川
　き　そ　さんせん

公園　（国営公園整備事業） 国 8.7億円 8

　〔かさだ広場・各務原
かかみがはら

アウトドアフィールド、（仮称）桜堤
さくらづつみ

サブセンター　等〕

◆岐阜
ぎ ふ

地方合同庁舎（自家発電設備改修、建具改修、外壁改修） 国 3.0億円

治水
関係

道路
関係

公園
関係

官庁
営繕
関係

※用地取得に関する調整
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【静岡県内の主な整備箇所】

事業名
事業
主体

H26当初
配分額

個表
番号

H30完成予定 ◆狩野
か　の

川〔下河原
しもがわら

地区〕河川改修事業 国 9.8億円 9

H26完成予定 ◆安倍
あ べ

川〔油山
ゆ や ま

地区〕河川改修事業 国 7.2億円

H29完成予定 ◆大井
お お い

川〔牛尾
う し お

地区〕河川改修事業 国 7.1億円 10

◆菊
き く

川〔黒沢
くろさわ

川
がわ

地区改修検討〕河川改修事業 国 0.2億円 11

◆天竜
てんりゅう

川下流〔野部
の べ

地区〕河川改修事業 国 1.9億円

H27完成予定 ◆狩野
か の

川総合水系環境整備事業〔柿田
か き た

地区自然再生〕 国 0.5億円
H28以降
完成予定 ◆天竜

てんりゅう

川ダム再編事業 国 3.8億円
H28以降
完成予定 ◆由比

ゆ い

地区地すべり対策事業 国 16.5億円 12

◆国道１号・４１４号　伊豆
  い  ず

縦貫
じゅうかん

自動車道 国 105.1億円 13
H30

一部開通予定 ◆国道４７４号　三遠
さんえん

南信
なんしん

自動車道 国 72.5億円 14
H26/H30

一部開通予定 ◆国道１号　静岡東西
しずおかとうざい

道路　静清
せいしん

バイパス 国 41.4億円
H27/H30
開通予定 ◆国道１号　笹原

ささはら

山中
やまなか

バイパス 国 20.2億円
H27

開通予定 ◆国道１号　袋井
ふくろい

バイパス 国 13.8億円
H27

一部開通予定 ◆国道１３９号　富士
ふ じ

改良 国 8.0億円

H26完成予定 ◆国道１号　静岡
しずおか

１号　交差点改良等（清水
し み ず

駅前
えきまえ

交差点改良） 国 0.5億円

H26完成予定 ◆国道１号　静岡
しずおか

１号　交差点改良等（袋井
ふくろい

地区交差点改良） 国 0.5億円

H26完成予定 ◆国道１号　静岡
しずおか

１号　交差点改良等（篠原
しのはら

IC交差点改良） 国 1.5億円

H26供用予定 ◆国道１号　東静岡駅前
ひがししずおかえきまえ

電線共同溝 国 0.1億円

H27完成予定 ◆清水
し み ず

港新
しん

興津
お き つ

地区国際海上コンテナターミナル整備事業 国 7.4億円 15

H27完成予定 ◆清水
し み ず

港新
しん

興津
お き つ

・外港
がいこう

地区防波堤（改良）整備事業 国 3.7億円

◆清水
し み ず

港予防保全事業 国 4.1億円

H28完成予定 ◆田子
た ご

の浦
うら

港中央
ちゅうおう

地区国際物流ターミナル整備事業（耐震改良） 国 2.5億円

H27完成予定 ◆御前崎
おまえ ざき

港女岩
め い わ

地区防波堤整備事業 国 1.9億円

H27完成予定 ◆御前崎
おまえ ざき

港女岩
め い わ

地区防波堤（改良）整備事業 国 6.7億円

◆下田
し も だ

港下田
し も だ

地区防波堤整備事業 国 4.8億円

H28以降
完成予定 ◆富士

ふ じ

海岸海岸保全施設整備事業 国 17.6億円

◆静岡
しずおか

地方合同庁舎・静岡
しずおか

法務総合庁舎（電気設備改修） 国 0.6億円

治水
関係

道路
関係

港湾
関係

海岸
関係

官庁
営繕
関係
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【愛知県内の主な整備箇所】

事業名
事業
主体

H26当初
配分額

個表
番号

H26完成予定 ◆豊
とよ

川〔一鍬
ひとくわだ

田地区〕河川改修事業 国 3.7億円

H27完成予定 ◆矢作
や は ぎ

川〔志貴野
し き の

地区〕河川改修事業 国 8.0億円 16

H29完成予定 ◆庄内
しょうない

川〔打出
う ち で

地区〕河川改修事業 国 11.9億円 17

H28完成予定 ◆木曽川
き そ

総合水系環境整備事業〔東
ひがし

加賀野井
か が の い

地区自然再生〕 国 0.6億円 2

H26完成予定 ◆庄内
しょうない

川総合水系環境整備事業〔矢田
や だ

川
がわ

地区水辺整備〕 国 0.7億円
H28以降
完成予定 ◆設楽

し た ら

ダム建設事業 国 30.6億円

◆近畿
きん  き

自動車道伊勢
 い  せ

線　名古屋
 な   ご   や

環状
かんじょう

2号線（名古屋西
 な  ご   や にし

～飛島
とびしま

） 国 172.0億円 18
H30

一部開通予定 ◆国道４７４号　三遠
さんえん

南信
なんしん

自動車道 国 40.2億円 14
H26

一部開通予定 ◆国道４７５号　東海
とうかい

環状
かんじょう

自動車道 国 2.3億円 6
H27

一部開通予定 ◆国道２３号　名豊
めいほう

道路 国 62.0億円 19

H27開通予定 ◆国道１号　愛知
あ い ち

１号震災橋架替（日光
にっこう

大橋架替） 国 11.1億円

H26完成予定 ◆愛知
あ い ち

１９号　交差点改良等（国道１９号　桜通
さくらどおり

自転車道整備） 国 2.4億円

H26供用予定 ◆国道１５３号　豊田
と よ た

陣中
じんなか

電線共同溝 国 0.2億円

H26新規 ◆国道１号　愛知
あ い ち

１号　交差点改良等（音羽
 おとわ

地区交差点改良） 国 2.4億円

H27完成予定 ◆名古屋
な ご や

港飛島
とびしま

ふ頭南地区国際海上コンテナターミナル整備事業 国 12.0億円

◆名古屋
な ご や

港庄内
しょうないがわ　

川地区泊地整備事業 国 8.0億円

H27完成予定 ◆名古屋
な ご や

港外港
がいこう

地区防波堤（改良）整備事業 国 31.5億円 20

◆名古屋
な ご や

港予防保全事業 国 1.0億円

H29完成予定 ◆三河
み か わ

港神野
じ ん の

地区国際物流ターミナル整備事業 国 0.4億円

H26新規 ◆三河
み か わ

港ふ頭再編改良事業 国 5.5億円 21

◆衣浦
きぬうら

港武豊
たけとよ

北ふ頭地区国際物流ターミナル整備事業 国 0.6億円

H26完成予定 ◆衣浦
きぬうら

港中央
ちゅうおう

ふ頭西地区岸壁(-12m)（改良）整備事業 国 1.3億円

H27完成予定 ◆衣浦
きぬうら

港外港
がいこう

地区防波堤（改良）整備事業 国 1.8億円

◆国営木曽三川
　き　そ　さんせん

公園　（国営公園整備事業） 国 0.2億円 8

H27完成予定 ◆名古屋
な ご や

国税総合庁舎（耐震改修） 国 4.0億円 22

◆名古屋
な ご や

第１地方合同庁舎（天井耐震対策） 国 0.4億円

H27完成予定 ◆名古屋
な ご や

第２地方合同庁舎（給排水設備改修） 国 0.4億円

港湾
関係

公園
関係

官庁
営繕
関係

治水
関係

道路
関係
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【三重県内の主な整備箇所】

事業名
事業
主体

H26当初
配分額

個表
番号

H28完成予定 ◆木曽
き そ

川下流〔源
げん

緑
ろ く

地区〕　河川改修事業 国 1.6億円

H27完成予定 ◆木曽
き そ

川下流〔城南
じょうなん

地区　他〕　河川改修事業 国 124.7億円 23

H27完成予定 ◆鈴鹿
す ず か

川〔平野
ひ ら の

地区〕　河川改修事業 国 1.1億円 24

◆雲出
く も ず

川〔中川
なかがわ

地区〕　河川改修事業 国 6.0億円

H28完成予定 ◆宮
みや

川〔中島
なかじま

地区〕　河川改修事業 国 6.3億円

H28完成予定 ◆木曽
き そ

川総合水系環境整備事業〔木曽
き そ

・揖斐
い び

河口部地区自然再生〕 国 1.6億円

◆国道４２号　熊野
く ま の

尾鷲
おわせ

道路（Ⅱ期） 国 42.3億円 25
H27

一部開通予定 ◆国道４７５号　東海
とうかい

環状
かんじょう

自動車道 国 87.0億円 6
H26

一部開通予定 ◆国道１号　北勢
ほくせい

バイパス 国 11.4億円
H26

一部開通予定 ◆国道２３号　中勢
ちゅうせい

道路 国 43.5億円

H26開通予定 ◆国道２６０号　錦
にしきとうげ

峠 国 11.4億円

H26新規 ◆国道４２号　熊野
くまの

道路 国 1.0億円 26

H26新規 ◆国道２５号　三重
　み　え

２５号　交差点改良等（加太
 かぶと

中在家
なかざいけ

地区登坂車線設置） 国 3.6億円

◆四日市
よっ か いち

港霞ヶ浦
かすみがうら

北ふ頭地区国際海上コンテナターミナル整備事業 国 34.0億円 27

◆四日市
よっ か いち

港予防保全事業 国 0.5億円

◆津
つ

松阪
まつさか

港海岸直轄海岸保全施設整備事業 国 10.3億円 28

◆国営木曽三川
　き　そ　さんせん

公園　（国営公園整備事業） 国 6.1億円 8

　〔（仮称）七里
　しちり

の渡
わた

地区
し

 等
など

〕

◆四日市
よっ か いち

港湾合同庁舎（津波対策） 国 1.2億円

◆津
つ

地方合同庁舎（建具改修、空調設備改修） 国 1.1億円

◆尾鷲
お わ せ

地方合同庁舎（空調設備改修） 国 0.6億円

治水
関係

道路
関係

港湾
関係

海岸
関係

公園
関係

官庁
営繕
関係
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【長野県内の主な整備箇所】

事業名
事業
主体

H26当初
配分額

個表
番号

H30完成予定 ◆天竜
てんりゅう

川上流〔鵞流峡
がりゅうきょう

地区〕河川改修事業 国 0.9億円 29

H29完成予定 ◆天竜
てんりゅう

川総合水系環境整備事業費〔天竜
てんりゅう

川・三峰
み ぶ

川地区自然再生〕 国 1.5億円

H27完成予定 ◆小渋
こ し ぶ

ダム堰堤
えんてい

改良事業 国 12.6億円 30
H28以降
完成予定 ◆三峰

み ぶ

川総合開発事業 国 3.7億円

H26完成予定 ◆女
おな

沢
さわ

川
がわ

砂防堰堤
えんてい

（天竜
てんりゅう

川砂防） 国 2.0億円 31

◆越百
こ す も

川
がわ

第３砂防堰堤
えんてい

（木曽
き そ

川砂防） 国 6.3億円

H29
一部開通予定 ◆国道４７４号　三遠

さんえん

南信
なんしん

自動車道 国 74.1億円 14
H26

一部開通予定 ◆国道１５３号　伊南
いなん

バイパス 国 15.0億円

H26完成予定 ◆国道１９号　長野
なが の

１９号　交差点改良等（贄川
にえかわ

視距改良） 国 0.3億円

治水
関係

道路
関係

 8 
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個表－０１                      【事業主体：国】 

平成２６年度当初 ： ９．１億円 

 

１．事業概要 

  茶屋
ち ゃ や

新田
しんでん

地区は、河道内樹木による洪水流下の阻害や土砂堆積により流下能力が著し

く不足し、人口・資産が集中する岐阜
ぎ ふ

市及び羽島
は し ま

市等で決壊・氾濫による甚大な被害が

発生する恐れがあります。 

  このため、洪水を安全に流下させるため段階的に河道掘 

削を実施します。 

  

２．事業箇所 

 岐阜
ぎ ふ

県岐阜
ぎ ふ

市薮
やぶ

田
た

地先付近外 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

茶屋
ち ゃ や

新田
しんでん

地区において、河道掘削(V=70 千 m3)及び 

低水護岸(L=1100m)を実施します。 

 

 

 
 

木
き

曽
そ

川上流茶屋新田
ちゃやしんでん

地区 河川改修事業（木曽
き そ

川水系） 

標準的な施工断面 

岐阜県 

0 50 100 150 200 250 300 350 400

▽ H.W.L

低水位

 

Ｈ２５以前 

凡 例 

Ｈ２６実施 

Ｈ２７以降 

長
良
川

な

が

ら

が

わ 

瑞穂市
み ず ほ し

 41.0k 

42.0k 

43.0k 

44.0k 

浸水範囲 

浸水範囲 

岐阜市
ぎ ふ し

 

岐阜市茶屋新田地区 
河道掘削 V=70 千 m3 
低水護岸 L=1100m 

長良川 

32.0

33.0

34.0

35.0

36.0

37.0

38.0

39.0

40.0

41.0

42.0

43.0

44.0

45.0
46.0

茶屋
ち ゃ や

新田
しんでん

地区（岐阜市薮田
ぎ ふ し や ぶ た

地先付近外） 
河道掘削 V=70 千 m3 
低水護岸 L=1100m 
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個表－０２                      【事業主体：国】 

平成２６年度当初 ： １．６億円 

（岐阜県：1.0億円、愛知県：0.6億円） 

 

１．事業の必要性及び概要 

イタセンパラ（天然記念物、種の保存法による保護増殖事業対象種、環境省（絶滅

危惧ⅠＡ類）は、濃尾
の う び

平野・淀川水系・富山平野の３箇所でしか生息しておらず、手

つかずの自然環境の中での生息は濃尾
の う び

平野（木曽
き そ

川水系）のみです。 

本事業では、木曽
き そ

川水系の悪化している生息環

境の改善（ワンド環境の改善）を目的として、生

息環境の悪化したワンドの底泥浚渫、木曽
き そ

川本川

との通水環境を改善するための掘削工等を実施

することにより、連携して取り組んでいる環境省

の生息域外保全、関係機関・地域と連携した密漁

対策と相まって、保護再生を図ります。 

 
 
２．事業箇所 

愛知
あ い ち

県一宮
いちのみや

市、岐阜
ぎ ふ

県羽島
は し ま

市 

 

 
３．平成２６年度予定事業内容 

○河床掘削、樹木伐開、環境基礎調査、モニタリング調査 等 

（平成２８年度完成予定） 

 
 

木曽
き そ

川総合水系環境整備事業〔東加賀野井
ひ が し か が の い

地区自然再生〕 

ワンド環境の悪化

樹林化の進行

31km

名
神
高
速
道

東
海
道
新
幹
線

一宮市 川原

生息環境の悪化したワンド、池

ワンド群

ワンド環境の悪化

樹林化の進行

31km

名
神
高
速
道

東
海
道
新
幹
線

一宮市 川原

生息環境の悪化したワンド、池

ワンド群

底泥除去

浅場の造成

日当たりが良くなり、タ
ナゴ類のエサとなる藻が
生えるようになる。

タナゴ類などが
快適に生息でき
る環境を創出

水草がはえ、稚魚等
が棲みやすくなる。

樹木伐開

整備イメージ 

・泥が堆積し、タナゴ類の産卵する

二枚貝の生息は少ない。

・生息する魚類も限られている

岐阜県 

三重県 
愛知県 

名古屋市

愛知県一宮市

岐阜県羽島市

愛知県 

起地区 

（H25） 
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個表－０３                     【事業主体：国】 

平成２６年度当初 ： １９．４億円 

（岐阜県：4.7億円、愛知県：13億円、三重県：1.4億円） 

 
１．事業の必要性及び概要 

木曽川
き そ が わ

は我が国有数の大河川であり、流域には約２３８万人の人々が生活し、この

地域の産業・経済・社会・文化の発展の基盤を築いているとともに、我が国最大のゼ

ロメートル地帯を流れており、ひとたび災害等が発生した場合には、被害は甚大とな

ります。 

そのため、本事業では既設丸山ダムの堤体を嵩上げし、洪水調節機能を確保して、

木曽川中下流部の洪水氾濫から人々の暮らしを守るとともに、流水の正常な機能の維

持及び発電を行います。 

 
 
２．事業箇所 

右岸：岐阜県
ぎ ふ け ん

加茂郡
か も ぐ ん

八百津町
や お つ ち ょ う

 

左岸：岐阜県
ぎ ふ け ん

可児郡
か に ぐ ん

御嵩町
みたけちょう

 

（木曽川
き そ が わ

水系木曽川
き そ が わ

） 

 
 
３．平成２６年度予定事業内容 
   ○本体工事用道路工事、付替道路工事、水理水文調査 等 

 
 

 

新丸山
しんまるやま

ダム建設事業 

 

丸山発電所

丸山ダム

八
百
津
町

市
街
地
方
面

小和沢橋

新小和沢橋

付替県道井尻八百津線

丸山ダム

新丸山ダム建設事業

岐阜県

 

付替道路工事（付替県道井尻八百津線完成予想図）

新丸山ダム完成予想図 

位置図 

 

木曽川
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個表－０４                     【事業主体：国】 

平成２６年度当初 ： ０．２億円 

 

 
１．事業の必要性及び概要 

岐阜県
ぎ ふ け ん

中津川
なかつがわ

上流域は荒廃地であり、風化の進んだ脆弱な地質であるために、崩壊

地が多く渓床に不安定土砂及び転石が堆積しています。下流には｢甲信越
こうしんえつ

地域～ 中 京
ちゅうきょう

圏を結ぶ重要交通網である国道１９号やＪＲ中央本線｣、東濃地区の人口と資産が集中

する中津川市街地が存在します。平成１２年９月の恵
けい

南
なん

豪雨（東海豪雨）では、支渓

流からの土砂流出が著しく、現在においても多く不安定土砂が堆積しているため、早

急に砂防堰堤を整備します。 

 
 
２．事業箇所 

  岐阜
ぎ ふ

県中津川
なかつがわ

市 

 

 
３．平成２６年度予定事業内容 
   ○砂防堰堤工（平成２６年度完成予定） 

 
 

 

 

橋ヶ谷
はしがたに

第２砂防堰堤
えんてい

(木曽
き そ

川砂防) 

 
 

  

 
下流保全対象（中津川市街、重要交通網）

木曽川 

中
津
川 

JR 中央本線 

国道 19 号 

中央自動車道 

岐阜県

木曽川 

橋ヶ谷第２砂防堰堤 

国道 19 号 

橋ヶ谷第２砂防堰堤 

構造図 
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個表－０５                      【事業主体：国】 

中部
ちゅうぶ

縦貫
じゅうかん

自動車道 国道１５８号 高山
たかやま

清見
き よ み

道路 
平成２６年度当初 ： ４９．６億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

国道１５８号高山
たかやま

清見
き よ み

道路は、高規格幹線道路｢中部
ちゅうぶ

縦貫
じゅうかん

自動

車道｣の一部を構成し、高山
たかやま

市と東海
とうかい 

北陸
ほくりく

自動車道を直結し、高

速交通サービスの提供、高山
たかやま

市内の交通混雑の緩和、さらには地

場産業
 

振興や観光リゾートとしての地域発展の支援等を目的に

計画された一般国道の自動
 

車専用道路です。 

 

 

２．実施箇所 

岐阜
ぎ ふ

県高山
たかやま

市清見町
きよみちょう

～岐阜
ぎ ふ

県高山
たかやま

市丹生川町
にゅうかわちょう

 

 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

 ○高山
たかやま

IC～丹生川
にゅうかわ

IC（仮称）（延長 9.5km） 

・ 早期開通に向け、調査設計、用地買収及び

工事を推進する。 
高山
たかやま

IC付近 工事状況 

事業中

供用済

凡 例

事業中

供用済

凡 例

開通済

至 丹生川IC

高山IC
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個表－０６                      【事業主体：国】 

国道４７５号 東海
とうかい

環状
かんじょう

自動車道 
平成２６年度当初 ： ３９３．２億円 

〔岐阜県分：303.9億円 愛知県分：2.3億円 三重県分：87.0億円〕 

 

１．事業の必要性及び概要 

国道４７５号東海
とうかい

環状
かんじょう

自動車道は、名古屋
な ご や

市を中心

に半径 30～40km 圏に位置する豊田
と よ た

・瀬戸
せ と

・岐阜
ぎ ふ

・四日市
よっかいち

等の諸都市を相互に連絡し連携強化を図るとともに、新

東名･名神等と一体となって名古屋
な ご や

港・四日市
よっかいち

港等への

アクセス向上による地域活性化・地域開発の支援、既存

道路の交通混雑の緩和等を目的とした名古屋
な ご や

圏の環状

道路を形成する延長約 160km の高規格幹線道路です。 

 

２．実施箇所 

愛知
あ い ち

県豊田
と よ た

市 ～ 三重
み え

県四日市
よっかいち

市 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

【豊田
と よ た

東
ひがし

JCT～関
せき

広見
ひ ろ み

IC】 

○豊田
と よ た

東
ひがし

JCT（延長 0.7km、平成 26 年度完成予定） 

・平成 26 年度の完成を目標に工事を推進する。 

○美濃関
み の せ き

JCT （延長 2.4km、平成 27 年度完成予定） 

 ・平成 27 年度の完成を目標に工事を推進する。 

【関
せき

広見
ひ ろ み

IC～養老
ようろう

IC】 

○関
せき

広見
ひ ろ み

IC～養老
ようろう

IC(仮称)（延長 38.5km） 

・早期開通に向け、調査設計、用地買収及び工事を推進する。 

・特に、高富
たかとみ

IC(仮称)～糸貫
いとぬき

IC(仮称)では、早期工事着手に向け平成 26 年度より用

地買収に着手する。また、糸貫
いとぬき

IC～大野神戸
お お の ご う ど

IC では、引き続き用地買収を推進す

るとともに平成 26 年度より工事に着手する。 

○大垣西
おおがきにし

IC～養老
ようろう

JCT(仮称)（延長 5.7km、暫定２車線開通済） 

【養老
ようろう

IC～北勢
ほくせい

IC】 

○養老
ようろう

IC(仮称)～北勢
ほくせい

IC(仮称)（延長 18.0km） 

・早期開通に向け、引き続き用地買収を推進するとともに、平成 26 年度より工事に

着手する。 

【北勢
ほくせい

IC～四日市
よっかいち

北
きた

JCT】 

○北勢
ほくせい

IC(仮称)～東員
とういん

IC(仮称)（延長 12.7km） 

・早期開通に向け、調査設計、用地買収及び工事を推進する。 

○東員
とういん

IC(仮称)～四日市
よっかいち

北
きた

JCT(仮称)（延長 1.7km、平成 27 年度完成 4車線開通予定） 

・平成 27 年度の開通を目標に、工事を推進する。 
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名
神
高
速
道
路

新
東
名

伊勢湾岸道路

新
東
名

東
海
北
陸
自
動
車
道

H
1
7
.3
.
19
～

H
2
1.
4
.
18
暫

定
開

通
済

延
長

75
.
9㎞

至
富

山

東
名
高
速
道
路

延
長
1
4.
4k
m

延
長
1
8
.
0
k
m

至 四日市市 

事業中

供用済

凡 例

事業中

供用済

凡 例

開通済

東員
と う い ん

IC 付近 工事状況 

至 四日市 

 

大垣西ＩＣ 

 

大垣西
おおがきにし

IC 付近 工事状況 

豊田東
とよたひがし

JCT 付近 工事状況 

至 四日市

15 

豊田東ＪＣＴ

伊
勢
湾
岸
自
動
車
道

至 名古屋市

至 浜松

至 土岐

至 名古屋
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個表－０７                      【事業主体：国】 

国道４１号 船津割石
ふなつわりいし

防災 
平成２６年度当初 ： ０．５億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

国道４１号船津割石
ふなつわりいし

防災は、危険性が高い現道４１号の落

石・表層崩壊への対策及び雨量規制区間の短縮を目的に計画

された局部改良事業です。 

 

 

２．実施箇所 

岐阜
ぎ ふ

県飛騨
ひ だ

市神岡町
かみおかちょう

船津
ふなつ

～飛騨
ひ だ

市神岡町
かみおかちょう

割石
わりいし

 

 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

○岐阜
ぎ ふ

県飛騨
ひ だ

市神岡町
かみおかちょう

船津
ふなつ

～飛騨
ひ だ

市神岡町
かみおかちょう

割石
わりいし

（延長3.1km） 

  ・平成 26年度事業化 

・早期工事着手に向け、測量、地質調査及び道路設計を推進する。 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 四日市 

船津割石防災

岐阜県

●

 
開通済
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個表－０８                      【事業主体：国】 

国営木曽
き そ

三川
さんせん

公園（国営公園整備事業） 
平成２６年度当初 ： １５．０億円 

（岐阜県分：8.7億円 愛知県分：0.2億円 三重県分：6.1億円） 
 
１．事業の必要性及び概要 

本公園は、東海地方の広域的レクリエーション需要に対応 
するため、木曽三川（木曽川、長良川、揖斐川）が有する広 
大なオープンスペースを活用して設置した国営公園です。 
昭和55年度から事業着手し、昭和62年10月に木曽三川公園 

センターを一部供用開始して以来、順次整備エリアを拡げ、 
平成24年度には、都市計画決定面積約6,100ｈａのうち、 
約258ｈａを供用（H26年2月末現在）し、年間入園者は約840 
万人（Ｈ24年度実績）となっています。 

国営木曽三川公園は全国の国営公園の中で、入場者数が一番多い公園であり、未供用 

区域の整備を進め追加供用することにより、さらなる利用者が期待されます。 

 

２．事業箇所 

  岐阜
ぎ ふ

県各務原
かかみがはら

市川島
かわしま

笠田
か さ だ

町、羽島
は し ま

市桑原
くわばら

町、海津
か い づ

市海津
か い づ

町 

愛知
あ い ち

県一宮
いちのみや

市光明寺
こうみょうじ

、稲沢
いなざわ

市
し

祖父江
そ ぶ え

町、 

三重
み え

県桑名
く わ な

市長島
ながしま

町、桑名市福島
ふくしま

等 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

・(仮称)桜堤サブセンター 管理施設整備 

・(仮称)七里の渡地区   基盤整備、広場整備、管理施設整備 

・(仮称)木曽長良背割堤の実施設計、(仮称)鵜戸川の実施設計等を実施 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
揖
斐
川 

ワンドやオギ原、ヤナギ林など木曽長良

背割堤に残る豊かな水辺環境とケレッ

プ水制等の歴史遺産に直接触れること

ができる場を整備 

旧諸戸家住宅 

（六華苑） 

●平成２６年度の主な整備箇所 

「七里の渡」や国の重要文化財である旧

諸戸家住宅が残る歴史的なエリアとし

て、木曽三川の歴史文化に触れることの

できる場を整備 

住吉神社 

諸戸氏庭園 

 

六華苑 

文化のシンボルエリア 

（仮称）七里の渡地区（三重県桑名市） (仮称)桜堤サブセンター（岐阜県羽島市）



 

個表－０

 
１．事業の

    狩
か

野
の

川

面が不足

浸水被害

 
２．事業箇

  静岡
しずおか

県

 

３．平成

  下河原
しもがわ

  （平成

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

静岡県沼津

下河原地区

０９   

の必要性及

川下
しも

河原
が わ ら

地

足している

害を解消す

箇所 

県沼津市
ぬ ま づ し

下
しも

２６年度予

原
わら

地区にお

成３０年度

狩
か

野
の

川

津市 
区中下流部 

    

及び概要 

地区は、人

ることから、

するために築

下
も

河原
がわら

地先

予定事業内

おいて、堤

度完成予定）

川下河原
しもがわら

    

口・資産が

、平成１９

築堤護岸の

付近 

容 

防整備(L=

） 

原地区 河

凡
H25 以前

H26 実施

H27 以降

18 

   

が集中する

９年９月洪水

の整備を実施

230m)を実

河川改修

例 
前  
施予定 
降 

    

平成２

沼津
ぬ ま づ

市市街

水では浸水

施します。

施します。

修事業（

    

２６年度当

街地に位置

水被害が発生

 

 

（狩
か

野川
の が わ

水

位置図

【事業主

初 ： ９

し、堤防の

生したこと

水系） 

図 

下河

狩

野

川

主体：国】

９．８億円

の高さ・断

とから、 

河原地区上流部

 

 

断
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個表－１０                     【事業主体：国】 

平成２６年度当初 ： ７．１億円 

 
１．事業の必要性及び概要 

大井川
おおいがわ

牛尾
う し お

地区は、河川整備計画対象洪水を計画高水位以下で安全に流下させるた

めの河道断面が確保されておらず、洪水流下疎通能力が著しく不足している。このため、

洪水を安全に流下させるために、河道拡幅を実施します。 

 
２．事業箇所 

  静岡
しずおか

県島田
し ま だ

市牛
う し

尾
お

地先付近 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

    牛尾
う し お

狭窄部の掘削（約6万m3）を実施します。 

  （平成２９年度完成予定） 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大井川
おおいがわ

牛尾
う し お

地区 河川改修事業（大井川
おおいがわ

水系） 

牛尾
う し お

地区 

牛尾地区

標準的な施工断面 

位置図 

牛尾
う し お

地区（島田
し ま だ

市牛
うし

尾
お

地先付近） 凡 例 
H25 以前  

H26 実施予定 

H27 以降 
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個表－１１                    【事業主体：国】 

平成２６年度当初 ： ０．２億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

菊川
きくがわ

の支川黒沢
くろさわ

川
がわ

では、黒沢川の水位上昇にともなって、度々内水被害が発生し

ています。さらに、牛
うし

淵
ぶち

川
がわ

合流付近の樋門や橋梁では洪水流下疎通能力も著しく不

足しており、決壊・氾濫により災害が発生する恐れがあります。 

このため、黒沢川の洪水を安全に流下させるため当該区間における最適な改修方

式の検討を行います。 

 

２．検討箇所 

静岡
しずおか

県菊川
きくがわ

市黒沢
くろさわ

川
がわ

 

 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

   黒沢
くろさわ

川
がわ

地区において、黒沢川改修検討を実施します。 

 

 

  

 

菊川
きくがわ

黒沢
くろさわ

川
がわ

地区改修検討 河川改修事業（菊川
きくがわ

水系） 

  

位置図 

黒沢川地区

黒沢川

牛
淵
川 

平成 16 年 10 月洪水 平成 25 年 4 月洪水

黒沢川周辺浸水範囲 黒沢川周辺浸水範囲

黒沢川0.4k右岸浸水状況 黒沢川0.5k左岸付近浸水状況

黒 沢

丹 野

牛 淵

黒 沢

丹 野

牛 淵

■近年の内水被害の状況 



個表－１２                     【事業主体：国】 

平成２６年度当初 ： １６．５億円 

 

 
１．事業の必要性及び概要 

由比
ゆ い

地区の地すべりブロック末端部には、日本の大動脈（東名高速道路、国道１号、

ＪＲ東海道本線及び情報通信網）が集中しており、南海トラフ地震の発生により、幹

線交通が分断され人命救助や経済活動に甚大な影響を及ぼすことが想定されるため、

地すべり対策を推進します。 

 
 
２．事業箇所 

  静岡
しずおか

県静岡
しずおか

市清水
し み ず

区 

 

 
３．平成２６年度予定事業内容 

   ○排水
はいすい

トンネル工、深
しん

礎工
そ こ う

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

由比
ゆ い

地区地すべり対策事業 

由比地区

静岡県 

 

東名高速道路

国道１号

JR 東海道本線

地すべりブロック

深礎杭 

横ボーリング工

集水井 

排水トンネル

しゅうすいせい

すべり面
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個表－１３                      【事業主体：国】 

国道１号・国道４１４号 伊豆
い ず

縦貫
じゅうかん

自動車道 
平成２６年度当初 ： １０５．１億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

国道１号・４１４号伊豆
い ず

縦貫
じゅうかん

自動車道は、静岡
しずおか

県沼津
ぬ ま づ

市から下田
し も だ

市に至る延長約６０ｋｍの高

規格幹線道路であり、伊豆
い ず

半島部への高速交通サ

ービスの提供及び観光交通の集中による慢性的

な交通混雑の緩和を目的とする高規格幹線道路

です。 

 

 

２．実施箇所 

静岡
しずおか

県沼津
ぬ ま づ

市～静岡
しずおか

県下田
し も だ

市 

 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

【東駿河
ひがしするが

湾
わん

環状道路】 

○三
み

島
しま

塚原
つかはら

IC～函南
かんなみ

塚本
つかもと

IC（延長 6.8km） 

・平成 26 年 2 月 11 日暫定・一部完成 2車線開通済 

・側道等の完成に向け、工事を推進する。 

【天城北
あまぎきた

道路】 

  ○大平
おおだいら

IC～天城湯ヶ島
あ ま ぎ ゆ が し ま

IC(仮称)（延長 5.1km） 

・早期開通に向け、調査設計、用地買収及び工事を推進するとともに、未買収用地に

ついて土地収用手続きを進める。 

 【河津
か わ づ

下田
し も だ

道路（Ⅱ期）】 

  ○河津
か わ づ

IC(仮称)～下田北
しもだきた

IC(仮称)（延長 6.8km） 

・早期開通に向け、調査設計及び用地買収を推進するとともに、河津
か わ づ

IC～須原
す は ら

IC

については、平成 26 年度より工事に着手する。 

【河津
か わ づ

下田
し も だ

道路（Ⅰ期）】 

○下田北
しもだきた

IC(仮称)～下田
し も だ

IC(仮称)（延長 約 6km） 

・都市計画の決定及び環境影響評価の完了に向けた手続きを進める。 
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静岡県

神奈川県

東駿河湾環状道路 延長15km
河津下田道路(Ⅰ期)

延長約6km

伊豆縦貫自動車道 延長約60km

至東京

箱
根
新
道

新
東
名

東
名

沼津市

沼津IC

沼津岡宮IC

長泉JCT

長泉IC

三島萩IC

三島加茂IC

三島塚原IC

三島玉沢IC

函南IC

熱海市

伊豆中央道

大仁中央IC大仁南IC

熊坂IC
修善寺IC

伊東市

天城峠

相模灘

下田市

駿河湾

天城湯ヶ島IC

沼
津
市

岡
宮

至
東
京

静
岡
県
田
方
郡

函

南

町

平
井

下
田
市
六
丁
目

N

伊
豆
市
矢
熊

136

136

135

136

135

135

414
414

1

246

1

135 135

1

414

大平IC

いずじゅうかん

し
も
だ

い
ずい

ず

し
ゅ
ぜ
ん
じ

た
が
た

か
ん
な
み

(仮称)

(仮称)

伊
豆
市
修
善
寺

環境影響評価資料作成
都市計画関連資料作成

道路設計
橋梁設計

トンネル設計

ぬ
ま
づ

至名古屋

長泉沼津IC
ながいずみぬまづ

ぬまづ

ぬまづおかのみや

みしまつかはら

ながいずみ

ながいずみ

みしまはぎ

みしまかも

みしまたまざわ

かんなみ

おおひとちゅうおう
おおひとみなみ

くまさか

しゅぜんじ

おおだいら

あまぎゆがしま

三島市

平成26年2月11日開通済
延長6.8㎞(2/4,2/2)

整備工事

函南塚本IC
かんなみつかもと

熱
函
道
路

だいば・かんなみ

大場・函南IC

延長
3.1㎞

延長
1.9㎞

ひ
ら
い

お
か
の
み
や

天城北道路 延長6.7km

や
ぐ
ま

改良工
橋梁工

トンネル工
用地買収
道路設計

延長5.1㎞

ろ
く
ち
ょ
う
め

下
田
市
箕
作

し
も
だ

み
つ
く
り

下田北IC
下田IC

しもだきた

しもだ

(仮称)

(仮称)

河津下田道路(Ⅱ 期)
延長6.8km

静
岡
県
賀
茂
郡
河
津
町
梨
本

か

も

か
わ
づ

な
し
も
と

河津IC
かわづ

(仮称)

改良工
橋梁下部工
用地買収

測量
道路設計
橋梁設計

トンネル設計

河津町

すはら

須原IC
(仮称)

至 伊豆市
至 沼津市

至 天城湯ヶ島 IC 

湯
ゆ

ヶ
が

島
しま

第一トンネル 工事状況

至 天城湯ヶ島 IC

至大平 IC 
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個表－１４                      【事業主体：国】 

国道４７４号 三
さん

遠南信
えんなんしん

自動車道 
平成２６年度当初 ： １８６.８億円 

（静岡県分：72.5億円 愛知県分：40.2億円 長野県分：74.1億円） 

 

１．事業の必要性及び概要 

国道４７４号三遠南信
さんえんなんしん

自動車道は、長野
な が の

県飯田
い い だ

市

から静岡
しずおか

県浜松
はままつ

市に至る延長約１００ｋｍの高規

格幹線道路であり、中央道、新東名と連絡し、地域

間の連携強化及び奥
おく

三河
み か わ

、北遠州
きたえんしゅう

、南 信 州
みなみしんしゅう

地域

の開発、発展を目的として計画された高規格幹線道

路です。 

 

 

２．実施箇所 

長野
な が の

県飯田
い い だ

市～静岡
しずおか

県浜松
はままつ

市 

 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

 【飯
いい

喬
だか

道路】 

○天 龍 峡
てんりゅうきょう

IC～龍
たつ

江
え

IC(仮称)（延長 4.0km） 

・早期開通に向け、工事を推進する。 

  ○龍
たつ

江
え

IC(仮称)～飯田
い い だ

東
ひがし

IC(仮称)（延長 3.4km、平成 29 年度 完成 2車線開通予定） 

・平成 29 年度の開通を目標に、工事を推進する。 

  ○飯田
い い だ

東
ひがし

IC(仮称)～喬木
た か ぎ

IC(延長 7.5km) 

・早期開通に向け、調査設計、用地買収及び工事を推進する。 

 【青 崩 峠
あおくずれとうげ

道路】 

○小嵐
こおろし

IC（仮称）～水窪北
みさくぼきた

IC（仮称）（延長 5.9km） 

・早期開通に向け工事を推進する。 

 【佐久間
さ く ま

道路・三遠
さんえん

道路】 

○佐久間
さ く ま

IC(仮称)～東栄
とうえい

IC(仮称)（延長 6.9km、平成 30 年度完成 2車線開通予定） 

   ・平成 30 年度の開通を目標に、調査設計、用地買収及び工事を推進する。 

○東栄
とうえい

IC(仮称)～鳳来峡
ほうらいきょう

IC（延長 7.1km）  

・早期開通に向け、調査設計、用地買収及び工事を推進する。 

 

 

 

 
 
 
 
 

至 飯田東ＩＣ 

愛知県

Ｎ

三遠南信

自動車道

静岡県

長野県
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佐久間
さ く ま

IC（仮称）付近 工事状況 佐久間
さ く ま

第一トンネル 東栄町
とうえいちょう

側坑口付近 工事状況

飯田東
いいだひがし

IC（仮称）付近 工事状況 

事業中

供用済

凡 例

事業中

供用済

凡 例

未事業化未事業化 □ □ □ □ □

開通済

至 浦川IC

至 東栄IC

至 佐久間IC

至 浦川IC

至 龍江IC

至 氏乗IC
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個表－１５                      【事業主体：国】 

清水
し み ず

港新興津
し ん お き つ

地区国際海上コンテナターミナル整備事業 

平成２６年度当初 ： ７．４億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

 駿河
す る が

湾地域におけるコンテナ拠点港である清水
し み ず

港において、 
 

輸出入コンテナ貨物の増加や北米・欧州方面に向けたコンテ

ナ船の大型化への対応を図り、物流コストの低減と駿河
す る が

湾地 
 

域におけるものづくり産業の国際競争力の強化を支援するた 
 

め、水深15m の国際海上コンテナターミナルの整備を推進し

ます。 

 

２．事業箇所 

 静岡
しずおか

県静岡
しずおか

市 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

 防波堤（平成２７年度完成予定） 

 

 
 

静岡県

清水港

防波堤 

泊地(水深 15m) 

岸壁(水深 15m)(耐震) 

新興津地区 

平成25年5月供用

平成26年度実施予定施設
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個表－１６                     【事業主体：国】 

平成２６年度当初 ： ８．０億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

平成12年9月東海豪雨では、矢作
や は ぎ

川から矢作
や は ぎ

古川
ふるかわ

へ過分派（約600m3/s）し、支川矢

作古川の支川広田
こ う だ

川
がわ

において破堤・氾濫等の被害が生じました。このため、矢作古川分

派施設を整備し、洪水時の適正分派（計画分派量200m3/s）を確保します。愛知県が実

施している床上対策特別緊急事業が完了する平成２７年度出水期前までに分派機能を

確保することを目標に、矢作川志
し

貴
き

野
の

地区について、 

分派施設整備を実施します。 

 

２．事業箇所 

  愛知
あ い ち

県西尾市
に し お し

志
し

貴
き

野
の

地先 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

志
し

貴
き

野
の

地区において、本体工、築堤・護岸を実施

します（平成２７年度完成予定） 

 

矢作
や は ぎ

川
がわ

志
し

貴
き

野
の

地区 河川改修事業（矢作
や は ぎ

川
がわ

水系） 

志
し

貴
き

野
の

地区（西尾
に し お

市志
し

貴
き

野
の

地先）

愛知県 

分派施設のイメージ 

矢作
や は ぎ

川
がわ

 

矢作
や は ぎ

古川
ふるかわ

矢作
や は ぎ

古川
ふるかわ

 

 

  

浸水範囲 

浸水範囲 

西尾市
に し お し

 

西尾市
に し お し

 

西尾市志貴野地区 

本体工、築堤・護岸 

【対策後】計画分派量（200m3/s）を

確保し、矢作川下流域部（矢作
や は ぎ

古川
ふるかわ

・

広田
こ う だ

川
がわ

流域）の氾濫リスクを軽減しま

す。 
13.0k 12.2k 

 

Ｈ２５以前

凡 例

Ｈ２６実施予定

Ｈ２７以降

矢作
や は ぎ

古川
ふるかわ
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個表－１７                     【事業主体：国】 

平成２６年度当初 ： １１．９億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

庄
しょう

内
ない

川打出
う ち で

地区は、河川整備計画対象洪水を計画高水位以下で安全に流下させる

ための河道断面積が確保されておらず、洪水流下疎通能力が著しく不足しており、決

壊・氾濫による甚大な災害が発生する恐れがあります。 

このため、洪水を安全に流下させるため計画的に河道掘削を実施します。 

 

２．事業箇所 

愛知
あ い ち

県名古屋
な ご や

市 港
みなと

区当知
と う ち

町
ちょう

地先付近 

 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

   打
うち

出
で

地区において、河道掘削（V=60千m3）を実施 

します。（平成２９年度完成予定） 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄 内
しょうない

川打
うち

出
で

地区 河川改修事業（ 庄
しょう

内川
ないがわ

水系） 

打出地区 

標準的な施工断面 

庄内川 
新川

明
徳
橋

一
色
大
橋

新
大
当
郎
橋

新
前
田
橋

近
鉄
庄
内
川
橋
梁

関
西
線
橋
梁
（Ｊ
Ｒ
）

正
徳
橋

7.河 道 掘 削 

南
陽
大
橋

 
H25 以前

H26 実施予定
H27 以降

凡例 

名古屋市打出地区 

河道掘削 V=60千m3
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個表－１８                      【事業主体：国】 

近畿
き ん き

自動車道伊勢
い せ

線 名古屋
な ご や

環状
かんじょう

２号線（名古屋
な ご や

西
にし

～飛島
とびしま

） 
平成２６年度当初 ： １７２．０ 億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

近畿
き ん き

自動車道伊勢
い せ

線は、名古屋
な ご や

市から伊勢
い せ

市に至る延長約８

１ｋｍの高速自動車国道です。うち当該区間（名古屋
な ご や

西
にし

～飛島
とびしま

：

１２．２ｋｍ）は、名古屋
な ご や

環状
かんじょう

２号線の一部区間として、都市

内の渋滞緩和等を目的とした名古屋
な ご や

圏の環状
かんじょう

道路を形成して

おり、国道３０２号との複断面により構成
 

されています。 

 

 

２．実施箇所 

名古屋
な ご や

市中川
なかがわ

区～愛知
あ い ち

県海部
あ ま

郡飛島
とびしま

村 

 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

○名
な

古屋
ご や

西
にし

ＪＣＴ～飛島
とびしま

ＪＣＴ（仮称）（延長 12.2km） 

・早期開通に向け、工事を推進するとともに、必要な協議 

を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

事業中

供用済

凡 例

事業中

供用済

凡 例

開通済

Ｎ 

飛島
とびしま

大橋付近 工事状況 

至 名古屋西 JCT

至 飛島 JCT（仮称）
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個表－１９                      【事業主体：国】 

国道２３号 名豊
めいほう

道路 
平成２６年度当初 ： ６２．０億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

国道２３号名豊
めいほう

道路は、名古屋
な ご や

市と豊橋
とよはし

市を結ぶ

知立
ちりゅう

バイパス、岡崎
おかざき

バイパス、蒲郡
がまごおり

バイパス、豊橋
とよはし

バ

イパス、豊橋
とよはし

東
ひがし

バイパスの５つのバイパスで構
 

成さ

れ、国道１号及び２３号の交通混雑の緩和と通過交通

の円
 

滑化を目的に計画された８市１町を通過する地

域高
 

規格道路です。 

 

 

２．実施箇所 

愛知
あ い ち

県豊橋
とよはし

市 ～ 愛知
あ い ち

県豊明
とよあけ

市 

 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

【豊橋
とよはし

東
ひがし

バイパス】 

○豊橋
とよはし

東
ひがし

IC～細谷
ほ そ や

IC（延長 2.5 ㎞） 

・平成 25 年 6 月 23 日暫定 2車線開通済 

 ・関係機関協議等を推進する。 

【豊橋
とよはし

バイパス】 

○大崎
おおさき

IC～前芝
まえしば

IC（延長 9.4km） 

 ・平成 25 年 6 月 16 日完成 4車線開通済 

・側道等の完成に向け、工事を推進する。 

【蒲郡
がまごおり

バイパス】 

○豊川
とよかわ

為
ため

当
とう

IC～蒲郡
がまごおり

IC（延長 9.1km） 

  ・早期開通に向け、調査設計、用地買収及び工事を推進する。 

○蒲郡
がまごおり

IC～幸田
こ う た

芦谷
あしのや

IC（延長 5.9 ㎞） 

 ・平成 26 年 3 月 23 日暫定 2車線開通済 

・側道等の完成に向け、工事を推進する。 

【岡崎
おかざき

バイパス】 

○西尾
に し お

東
ひがし

IC～藤井
ふ じ い

IC（延長 4.0 ㎞、平成 27 年度完成 4車線開通予定） 

・ 平成 27 年度の開通を目標に工事を推進する。 

 

 

愛知県

名豊道路
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岡崎
おかざき

バイパス（矢作古川
やはぎふるかわ

橋） 工事状況 

 

至豊橋

至名古屋

事業中

供用済

凡 例

事業中

供用済

凡 例

開通済
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個表－２０                      【事業主体：国】 

名古屋
な ご や

港外港
がいこう

地区防波堤(改良)整備事業 
平成２６年度当初 ： ３１．５億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

 東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

の教訓を踏まえ、今後発生すると想定されてい

る東海
とうかい

・東南海
とうなんかい

・南海
なんかい

地震等の大規模地震及び津波に備えるた

め、防波堤の改良を実施します。 

 

 

２．事業箇所 

  愛知
あ い ち

県 

 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

  防波堤(改良) （平成２７年度完成予定） 
 

 
 
 
 

愛知県

名古屋港

中央堤

鍋田堤

知多堤

外港地区

平成26年度実施予定施設



33 
 

個表－２１                      【事業主体：国】 

三
み

河
かわ

港ふ頭再編改良事業 
平成２６年度当初 ： ５．５億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

 我が国の完成自動車輸出入の拠点である三河
み か わ

港において、完成自

動車・コンテナ貨物取扱需要の増加及び船舶の大型化に対応すると

ともに、施設の老朽化への対応、貨物の混在の解消、岸壁延長不足

の解消を図ることを目的として、三河
み か わ

港神野
じ ん の

地区 7号岸壁（水深12m）

の延伸及びふ頭再編を行います。 

 

 

２．事業箇所 

  愛知
あ い ち

県豊橋
とよはし

市 

 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

  岸壁(水深 12m) 

  ・平成２６年度事業化 

 

泊地(水深12m)

岸壁(水深12m)

 
 

 

 
平成27年度以降

平成26年度実施予定施設
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個表－２２                      【事業主体：国】 

名古屋
な ご や

国税総合庁舎（耐震改修）〔名古屋国税局〕 
平成２６年度当初 ： ４．０億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

 名古屋
な ご や

国税総合庁舎は、耐震性能の基準値１．０に対し、

耐震性能評価値０．５４（既存不適格建築物）であり、建築

基準法で定められている最低限の耐震安全性を大幅に下回る

ことから、近い将来に発生が危ぶまれている東海・東南海地

震により人命及び庁舎に甚大な被害をもたらすことが懸念さ

れている。 

このため、早急に耐震改修を行い、人命の安全の確保を図

るものである。 

 

２．事業箇所 

愛知
あ い ち

県名古屋
な ご や

市中
なか

区三の丸
さんのまる

 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

【庁舎（耐震改修棟）の概要】 

○敷地 約７，００２．３６㎡ 

○建物 鉄筋鉄骨コンクリート造地上８階地下２階建、延べ１７，５４２．６０㎡ 

【事業期間】 

○平成２５年度～２７年度（平成２７年６月完成予定） 

・耐震安全性の確保 

 

改修前                  改修後 

 

工事予定地
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個表－２３                     【事業主体：国】 

平成２６年度当初 ： １２４．７億円 

 
１．事業の必要性及び概要 

  当該地区は、ゼロメートル地帯が広がる濃尾
の う び

平野にあり、 

巨大地震（東海
とうかい

・東南海
とうなんかい

・南海
なんかい

）が予測される地域であることから、 

津波被害リスクが高い木曽川
き そ が わ

・揖斐川
い び が わ

の河川堤防の耐震・液状化 

対策を実施し、早期に安全性の向上を図ります。 

  平成２６年度は木曽川源
げん

緑
ろく

・松蔭
まつかげ

地区、揖斐川白
はっ

鶏
けい

・城 南
じょうなん

 

地区の、河川堤防の液状化対策を実施します。 

 

２．事業箇所 

三重
み え

県桑名
く わ な

郡木曽岬町
きそさきちょう

源
げん

緑
ろく

輪
わ

中
じゅう

地先付近 

桑名
く わ な

市長島町
ながしまちょう

松蔭
まつかげ

・福吉
ふくよし

・浦
うら

安
やす

地先付近 

桑名
く わ な

市立田町
たつたちょう

・太 平 町
たいへいちょう

・福 岡 町
ふくおかちょう

地先付近 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

  河川堤防の液状化対策 Ｌ＝３．６ｋｍ（平成２７年度完成予定） 

 

木曽川
き そ が わ

下流城 南
じょうなん

地区 他 直轄河川改修事業（木曽川
き そ が わ

水系） 

源緑・松陰 

白鶏・城南地区
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個表－２４                     【事業主体：国】 

平成２６年度当初 ： １．１億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

    鈴鹿川平野
ひ ら の

地区では、平成２４年９月の台風１７号により、本川水位の急激な上昇に

伴い、河川水が普通河川古川
ふるかわ

に流れ込んだ結果、県道が浸水し死亡事故が発生しました。

その後、地元自治体及び自治会より、早期整備に関する要望が出されました。 

そのため、再度災害防止の観点から、三重県による道路改良事業と合わせて、洪水を

安全に流下させるための堤防整備を平成２７年度完成を目標に計画的に実施します。 

 

２．事業箇所 

  三重
み え

県鈴鹿市
す ず か し

和泉町
いずみちょう

地先 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

  平野地区において、築堤護岸 (L=0.4km)を実施します。 

  （平成２７年度完成予定） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴鹿
す ず か

川平野
ひ ら の

地区 河川改修事業（鈴鹿川
すずかがわ

水系） 

自治体からの要望書

築堤（国） 

標準断面図 

平野地区 

Co

凡 例 
H25 以前  

H26 実施予定 

H27 以降 

道路改良（三重県）

鈴鹿市

平和橋 

安
楽
川

事業区間 

普通河川古川 

16.0k

15.0k

事故発生現場 

鈴
鹿
川
→

計画高水位
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個表－２５                      【事業主体：国】 

国道４２号 熊野
く ま の

尾鷲
お わ せ

道路（Ⅱ期） 
平成２６年度当初 ： ４２．３億円 

 

 

１．事業の必要性及び概要 

国道４２号熊野
く ま の

尾鷲
お わ せ

道路（Ⅱ期）は、近畿
き ん き

自動車道紀勢
き せ い

線

及び熊野尾鷲
く ま の お わ せ

道路と一体となって、三重
み え

県尾鷲
お わ せ

・熊野
く ま の

地域へ

の高速
 

交通サービスの提供、並びに広域的防災に資
 

する道路

ネットワークの強化を目的に計画された一般国道
 

の自動車専

用道路です。 

 

 

２．実施箇所 

三重
み え

県尾鷲
お わ せ

市～三重
み え

県熊野
く ま の

市 

 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

○尾鷲
お わ せ

北
きた

IC～尾鷲
お わ せ

南
みなみ

IC (延長 5.4km)  

 ・早期開通に向け調査設計を推進するとともに、 

平成 26 年度より、用地買収及び工事に着手する。 

 

尾鷲北
お わ せ き た

ＩＣ付近状況 

至 熊野新鹿ＩＣ

尾鷲北 IC 

事業中

供用済

凡 例

事業中

供用済

凡 例

開通済

至 尾鷲南 IC 

至 海山 IC
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個表－２６                      【事業主体：国】 

国道４２号 熊野
く ま の

道路 
平成２６年度当初 ： １．０億円 

  

１．事業の必要性及び概要 

国道４２号熊野
く ま の

道路は、近畿
き ん き

自動車道紀勢
き せ い

線、国道４２号

熊野尾鷲
く ま の お わ せ

道路と一体となって、南海トラフ巨大地震時における

広域的防災に資する道路ネットワークの強化を目的に計画さ

れた一般国道の自動車専用道路です。 

 

 

２．実施箇所 

三重
み え

県熊野
く ま の

市大 泊 町
おおどまりちょう

～三重
み え

県熊野
く ま の

市久生屋
く し や

 

 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

○三重
み え

県熊野
く ま の

市大 泊 町
おおどまりちょう

～三重
み え

県熊野
く ま の

市久生屋
く し や

（延長 6.7km） 

  ・平成 26 年度事業化 

・早期工事着手に向け、測量及び地質調査を推進する。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 四日市 

 

熊野道路

三重県

熊野尾鷲道路
くま の お わ せ

熊野道路 延長6.7km 
くま の

七里御浜ｺｰｽﾀﾙ･ｺﾐｭﾆﾃｨｰ･ｿﾞｰﾝ

至新宮
しんぐう 42

42

311

309

新
鹿
I.C

野
熊

I.C
野
熊

国道42号雨量
通行規制区間

5.5km

311

新
鹿

佐
渡

線

一

主
七

色
峡

線

測量、地質調査

延長 6.7km 

大
泊
I.C

野
熊

至奈良

三重県
み え

熊野市
くま の

至尾鷲
おわせ

至上富田町
かみとんだちょう

JR紀勢本線

新鹿
海水浴場

至尾鷲
おわせ

な ら

至奈良
な ら

御浜町
みはま ちょう

三
重

県
熊

野
市

大
泊

町

く
ま

の

お
お

ど
ま

り
ち

ょ
う

起
み

え

三
重

県
熊

野
市

久
生

屋

く
ま

の

く
し

や
ち

ょ
う

終
み

え

町

至松原
まつばら

市
木

上
市

木

一

線 御
浜

北
山

主

線

鵜殿熊野
一

線

311

至奈良
な ら

42

東紀州（南紀）
広域防災拠点

仮
称

(      )

く
ま
の

く
ま
の
お
お
ど
ま
り

く
ま
の
あ
た
し
か
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個表－２７                      【事業主体：国】 

四日市
よっかいち

港霞ヶ浦
かすみがうら

北ふ頭地区国際海上ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ整備事業 
平成２６年度当初 ： ３４．０億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

 四日市
よっかいち

港においては、背後地域における生産活動及び生活・消費

活動の増大に伴い、近年、着実に増加するコンテナ貨物に対応する

ため、霞ヶ浦
かすみがうら

北ふ頭において、水深 14m のコンテナターミナル、タ

ーミナル前面の静穏度を確保するための防波堤及びコンテナターミ

ナルと背後地を円滑に結ぶ臨港道路の整備を一体のプロジェクトと

して進めているところです。 

 

２．事業箇所 

 三重県四日市
よっかいち

市、川越
かわごえ

町 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

道路(霞
かすみ

４号幹線) 

 

道路(霞4号幹線)

岸壁(水深14m)

 

 

 

 

 

三重県

四日市港

 平成 18 年 1月供用

平成 26 年度実施予定施設

霞ヶ浦北ふ頭地区 

道路(霞 4 号幹線)工事状況 
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N 

栗
く り

真
ま

町屋
ま ち や

工区

阿漕
あ こ ぎ

浦
う ら

・御殿場
ご て ん ば

工区

個表－２８                      【事業主体：国】 

津
つ

松阪
まつさか

港海岸 直轄海岸保全施設整備事業 

平成２６年度当初 ： １０．３億円 

 

１．事業の必要性及び概要 

 津
つ

松阪
まつさか

港海岸は、整備後 50 年以上が経過し、老朽化が進行する

とともに、天端高さが不足しており、再び高潮による甚大な浸水被

害が懸念されています。また、耐震性が不足しており、地震発生時

には液状化による沈下の恐れがあり、堤防の改良が必要になってい

ます。 

このため、平成 23 年度から新規着工した津
つ

地区（栗
くり

真
ま

町屋
ま ち や

工区、

阿漕
あ こ ぎ

浦
うら

・御殿場
ご て ん ば

工区）において、堤防の老朽化対策及び液状化対策

を行います。 
 

２．事業箇所 

三重
み え

県津
つ

市 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

  堤防（改良） 
 

 

三重県

津松阪港海岸

 平成 26 年度実施予定施設

栗真町屋工区工事状況 
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個表－２９                     【事業主体：国】 

平成２６年度当初 ： ０．９億円 

 

１．事業概要 

鵞 流 峡
がりゅうきょう

地区は下流狭窄部の影響により洪水時には計画高水位を上回り甚大な被害が

発生する恐れがあることから、天竜川鵞 流 峡
がりゅうきょう

地区において、河道掘削や堤防整備等を

実施します。 

 

２．事業箇所 

長野
な が の

県飯田
いいだ

市
し

鵞流
がりゅう

峡
きょう

地先付近 

 

３．平成２６年度予定事業内容 

    鵞 流 峡
がりゅうきょう

地区において、用地買収（A=2.0ha）を実施します。 

  （平成３０年度完成予定） 

 

 

  

  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
   

  
 
 

 

天竜川
てんりゅうがわ

上流鵞流峡
がりゅうきょう

地区 河川改修事業（天竜川
てんりゅうがわ

水系） 

長野県

鵞流峡
がりゅうきょう

地 区 ( 飯田市
い い だ し

鵞流
が り ゅ う

峡
きょう

地 先 付 近 ) 

A=2.0ha 

用地買収 A=2.0ha 

 

Ｈ２５以前 

凡 例 

Ｈ２６実施予定 

Ｈ２７以降 
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個表－３０                     【事業主体：国】 

平成２６年度当初 ： １２．６億円 

 
１．事業の必要性及び概要 

小渋
こ し ぶ

ダムはこれまで貯
ちょ

砂
さ

ダムを設置し、貯水池堆
たい

砂
さ

掘削や砂

利掘削で約１３万 m3／年の土砂排除を実施してきましたが、現

状の堆砂対策では堆砂進行を抑制できず、一部が有効容量にも

堆砂しています。 

平成２４年度末時点の堆砂率は８６％（４４年経過）で、お

よそ１０年後には計画堆砂量に達するおそれがあるため、貯水

池上流部からダム下流へ土砂バイパストンネルを設置し、約３

０万 m3／年の土砂をバイパスすることで、小渋
こ し ぶ

ダムの機能維持

を図るとともに、土砂移動の連続性を確保することで河川環境

の健全化を図ります。 

 

２．事業箇所 

長野
な が の

県下伊那
し も い な

郡松川
まつかわ

町、大鹿
おおしか

村 

 
３．平成２６年度予定事業内容 
  ○土砂バイパストンネル整備 （平成２７年度完成予定） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

天竜川
てんりゅうがわ

水系小渋
こ し ぶ

ダム 堰堤改良事業 

第2貯砂堰

松除橋

四徳大橋

分派堰

第3貯砂堰呑
口

吐
口

小
渋
ダ
ム

土砂バイパストンネル
L=4,000m

小渋川

四
徳
川

中 川 村

松 川 町

大 鹿 村

第2貯砂堰

松除橋

四徳大橋

分派堰

第3貯砂堰呑
口

吐
口

小
渋
ダ
ム

土砂バイパストンネル
L=4,000m

小渋川

四
徳
川

中 川 村

松 川 町

大 鹿 村

第2貯砂堰

松除橋

四徳大橋

分派堰

第3貯砂堰呑
口

吐
口

小
渋
ダ
ム

土砂バイパストンネル
L=4,000m

小渋川

四
徳
川

中 川 村

松 川 町

大 鹿 村

第2貯砂堰

松除橋

四徳大橋

分派堰

第3貯砂堰呑
口

吐
口

小
渋
ダ
ム

土砂バイパストンネル
L=4,000m

小渋川

第2貯砂堰

松除橋

四徳大橋

分派堰

第3貯砂堰呑
口

吐
口

小
渋
ダ
ム

土砂バイパストンネル
L=4,000m

小渋川

四
徳
川

中 川 村

松 川 町

大 鹿 村

国
長
橋

土岐川 

 

長野県松川町、大鹿村 

【土砂バイパストンネル】

   形   状：標準馬蹄形 
   延   長：約 4,000m 

   縦断勾配：1／50 

標準断面図　ＣⅠ断面

Ｓ．Ｌ．

Ｐ．Ｈ．

R 3 =
4 6 1

7

R 2
= 7

9 0
0

R 1
= 3
9 5
0

2
4
°

1
3
'1

2
"

3
2
5
0

4
5
0

3
7
0
0

8
0
5
0

3
9
5
0 3

0
0
1
0
0

4
3
5
0

112
396

3030 3030
396

112

7073

トンネル坑内 

流木ハ

呑み
管理棟

呑み口 
進入路 

管理用トンネル

進入路 

分派堰

第３貯砂堰 

分派堰

進入路

村
道 

桶
谷
線 

呑み口周辺概要 

小
渋
川 

小渋ダム 
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個表－３１                     【事業主体：国】 

平成２６年度当初 ： ２．０億円 

 
１．事業の必要性及び概要 

天竜
てんりゅう

川流域には、重荒廃地があり、中央構造線が縦断するため、険しい地形と脆弱

な地質であり、土石流が頻発するとともに、河道には過去からの流出土砂が不安定な

状態で堆積しています。 

三
み

峰
ぶ

川流域内には「地域の生活や観光に利用されている国道152号」、「災害時要援

護者施設」、「避難地」、「人家」、「伊那市長谷の市街地」、「美和
み わ

ダム貯水池」

が存在しています。 

生産・流出土砂を抑制・調節し、三
み

峰
ぶ

川周辺に位置する民家、 

交通施設、観光資源等、保全対象の災害を防ぐこと及び美和ダム 

貯水池への流出土砂の抑制を目的として、整備を実施します。 

 
２．事業箇所 

  長野
な が の

県伊那
い な

市 

 
３．平成２６年度予定事業内容 
   ○砂防堰堤工 

（平成２６年度完成予定） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

女沢
おなさわ

川
がわ

砂防堰堤
えんてい

（天竜川
てんりゅうがわ

砂防） 

長野県

天竜川 

女沢川砂防堰堤 

国道 152 号 美和湖 

黒川 

三峰川

黒川集落 
三峰川橋梁の流出(S57) 

生コンプラント 

    

現在の三峰川橋と国道 152 号 
L=53m 

H=14m 

女沢川砂防堰堤 

美和湖に入流した流木(S57)

 

Ｈ２５以前 

凡 例

Ｈ２６実施 

Ｈ２７以降 
鋼製スリット堰堤 



44 

 

６．平成２６年度の道路調査の見通しについて 
 

 個別路線の事業化に向け、ルート・構造検討に係る調査等を進めます。 

主な調査箇所は、下記の通りです。 

 

【主な調査箇所】 

都市計画・環境アセスメントを進めるための調査 
   

静岡県  三遠南信
さんえんなんしん

自動車道  水窪
みさくぼ

北
きた

～佐久間
さ く ま

 

 

 主要渋滞箇所（高速道路・一般道路）の継続的な調査及び渋滞緩和・

解消に向けたマネジメントを推進します。 

その他の未整備区間についても、当該地域の交通状況、社会経済状況

や道路網の課題等を調査し、地域の道路網の中での必要性・整備効果の

整理等を進めることとしています。 

また、地域における道路交通に関する課題、サービスレベルを把握す

るためのデータ収集・分析等を行うとともに、路線の必要性、緊急性、

妥当性に関する基礎的な調査を実施します。 

なお、近畿
き ん き

自動車道紀勢
き せ い

線 紀宝
き ほ う

～熊野
く ま の

については、実施環境整備とし

て詳細なルート・構造を決定するための現地調査等を実施します。 

 

＜道路調査の流れ＞ 

優
先
区
間
の
絞
り
込
み
調
査

新
規
事
業
化

新
規
事
業
採
択
時
評
価

概
略
ル
ー
ト
・構
造
の
検
討

（計
画
段
階
評
価
を
進
め
る
た
め
の
調
査
）

詳
細
ル
ー
ト
・構
造
の
検
討

（都
市
計
画
・環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
準
備
を
行
う
調
査
）

都
市
計
画
・環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
進
め
る

新
規
事
業
化

新
規
事
業
採
択
時
評
価

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
課
題
の
調
査

路
線
の
必
要
性
・
効
果
の
調
査

概
略
ル
ー
ト
・構
造
の
検
討

（計
画
段
階
評
価
を
進
め
る
た
め
の
調
査
）

詳
細
ル
ー
ト
・構
造
の
検
討

（都
市
計
画
・環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
準
備
を
行
う
調
査
）

都
市
計
画
・環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
進
め
る
た
め
の
調
査

優
先
区
間
の
絞
り
込
み
調
査

新
規
事
業
化

新
規
事
業
採
択
時
評
価

概
略
ル
ー
ト
・構
造
の
検
討

（計
画
段
階
評
価
を
進
め
る
た
め
の
調
査
）

詳
細
ル
ー
ト
・構
造
の
検
討

（都
市
計
画
・環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
準
備
を
行
う
調
査
）

都
市
計
画
・環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
進
め
る

新
規
事
業
化

新
規
事
業
採
択
時
評
価

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
課
題
の
調
査

路
線
の
必
要
性
・
効
果
の
調
査

概
略
ル
ー
ト
・構
造
の
検
討

（計
画
段
階
評
価
を
進
め
る
た
め
の
調
査
）

詳
細
ル
ー
ト
・構
造
の
検
討

（都
市
計
画
・環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
準
備
を
行
う
調
査
）

都
市
計
画
・環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
進
め
る
た
め
の
調
査



【改築事業】

防災・安全交付金

計画名
配分国費

［百万円］

静岡県 富士宮市 （国）469号（下稲子Ⅱバイパス） 0.5
暮らしの安全・安心を創出する
“ふじのくに”のみちづくり

1,447

静岡県 磐田市 （一）磐田掛川線 0.4
暮らしの安全・安心を創出する
“ふじのくに”のみちづくり

1,447

愛知県 清須市 （都）枇杷島小田井線 0.5

「幹線道路における安全・安心な
道路交通環境」の整備　～　幹線
道路における交通安全事業（防
災・安全）

6,107

三重県 鈴鹿市 (主)神戸長沢線 1.0
通学路における安全・安心な道路
交通環境の創造

1,005

浜松市 浜松市 (都)中郡福塚線 0.5
都市の交通に安全・快適・便利さ
が感じられ、災害に強い力を発揮
する道づくり（防災・安全）

965

社会資本整備総合交付金

計画名
配分国費

［百万円］

岐阜県 大垣市 （一）大垣江南線　小泉・西結工区 2.4
人・モノの交流拡大につながる活
力ある岐阜県づくり

727

岐阜県 養老町 （一）養老平田線　大跡工区 0.3
東海環状自動車道と連携した地域
の基幹ネットワークの形成

641

愛知県 岡崎市 (国)473号　岡崎～額田バイパス 3.6
成長力強化のための基幹的物流
ネットワークの整備

2,232

愛知県 新城市 (国)151号　新城バイパス 0.5
成長力強化のための基幹的物流
ネットワークの整備

2,232

愛知県 豊田市、安城市 (主)名古屋岡崎線 0.7
円滑な移動を確保し、モノづくり
の産業基盤を支える幹線道路ネッ
トワークの整備

4,986

愛知県 みよし市 (主)豊田知立線 1.0
成長力強化のための基幹的物流
ネットワークの整備

2,232

三重県 桑名市 (主)四日市多度線（力尾） 0.2
広域的な道路ネットワークを形成
し地域間交流や産業・観光の振興
を支援する基盤整備

1,285

静岡市 静岡市 (国)３６２号　羽鳥・安西拡幅 1.4 静岡市のICアクセス計画 2,382

静岡市 静岡市 （都）下大谷線（大谷１工区） 0.2 静岡市のICアクセス計画 2,382

浜松市 浜松市 (都)高塚駅南北連絡線 0.1
高塚駅周辺の良好な住環境の創出
と交通結節点の機能強化

274

■都道府県・政令市が管理する道路の平成26年度開通予定事業

事業主体
延長
(km)

事業名事業実施箇所

左記事業が含まれる社会資本総合整備計画

事業主体 事業実施箇所 事業名
延長
(km)

左記事業が含まれる社会資本総合整備計画
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